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研究成果の概要（和文）：国内におけるマダニ媒介性ウイルスの起源を探るために調査研究を実施した。海を越
えるマダニ媒介性ウイルスの拡散には渡り鳥が関与している可能性を考え、渡り鳥に付着したマダニよりウイル
スの分離・検出を試みた。その結果、北海道に飛来した渡り鳥に付着したより国内未報告のKemerovoウイルスを
含む複数のウイルスの分離に成功した。Kemerovoウイルスは人における病原性も示唆されており、今後飛来元や
飛来地の調査を含めた詳細な解析が必要であると考えられる。

研究成果の概要（英文）：In this project, we explored the origin of tick-borne viruses in Japan. 
Since we came up with the idea that migratory birds may be responsible for transboundary 
transmission of tick-borne viruses, we attempted to isolate and detect virus from ticks on the 
migratory birds. As a result, we have successfully isolated several viruses including human 
pathogenic Kemerovo virus, which is the first report isolated in Japan. We need further analysis of 
isolated viruses.

研究分野： 人獣共通感染症

キーワード： マダニ媒介性ウイルス　渡り鳥　越境感染症　人獣共通感染症　SFTSウイルス　オルビウイルス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果により、海を越えて人に病原性のあるマダニ媒介性ウイルスが渡り鳥を介して往来していることが示
唆された。今回同定されたウイルスはKemerovoウイルスのみであったが、国内にすでに存在しているダニ媒介性
脳炎ウイルスや重症熱性血小板減少症候群ウイルスの起源も同様に探索していく必要性が強く示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

ブニヤウイルス目のウイルスには重症熱性

血小板減少症候群（SFTS）ウイルス、リフト

バレー熱ウイルス、クリミア・コンゴ出血熱ウ

イルス、アカバネウイルスなど、蚊やマダニな

どの節足動物によって媒介され、脊椎動物に

強い病原性を示すウイルスが含まれている。

2012 年に当研究室にて国内で初めて分離

されて以降参考文献 1、これまでに 300 名以上

の国内患者が発生し、このうち 60 名以上

が亡くなっている致死率の高い感染症である。本疾患は現状で特異的で有効な治療法お

よび予防法がなく、公衆衛生学的に問題となっている。本ウイルスは現在までに中国、

韓国でも報告されており、中国で主に分離される中国型と、日本国内で主に分離される

日本型の２つに大別される参考文献 2。日本で主に分離されるのは日本型であり、SFTS ウ

イルスが近年侵入したわけではなく、以前より存在していたことが示されている。しか

し、日本国内で分離される株の中には中国型の株が散発的に含まれており、それらのウ

イルスの起源については未だ不明である。離れた地域への病原体の非連続的拡散には渡

り鳥が関与している可能性が考えられる。実際、鳥インフルエンザウイルスは渡り鳥を

介して大陸間を移動していることがこれまでの国内外の水禽類における調査で報告さ

れている参考文献 3。 

 

２．研究の目的 

本研究では未だ不明な点が多い SFTSウイルスを含めた国内のマダニ媒介性ウイルス

の起源を探ることを目的として実験を遂行する。マダニ媒介性ウイルスの連続拡散、非

連続拡散において重要な野生哺乳動物および渡り鳥に着目して調査を実施する 

 

３．研究の方法 

【渡り鳥によるマダニ媒介性感染症の非連続的拡散】 

山階鳥類研究所が実施している国内各地における鳥類標識調査に同行し、標識された鳥類に付

着したマダニを捕集した。採集地点は北海道浜頓別町のクッチャロ湖、根室市風蓮湖で主に調査

を実施した。捕集したマダニからは Vero9013、BHK-21 細胞を用いてウイルス分離を実施した。 

 

【マダニ媒介性ウイルスの疫学的調査】 

本研究で分離されたマダニ媒介性ウイルスのプラーク減数ウイルス中和試験により中和抗体保

有状況の調査を実施した。 

 

４．研究成果 

【渡り鳥に付着したマダニの捕集調査】 

2016 年来の調査期間中、クッチャロ湖で放鳥された 4429 羽中 871 羽（寄生率：19.7%、1羽あ

たりの寄生数：1.62 匹）、風連湖では 8106 羽中 2008 羽(24.8%、2.26 匹)からマダニが捕集され

た。マダニ種別では Ixodes persulcatus（89.9%）と Ixodes pavlovskyi（9.7%）が大多数を占



め、その他に Ixodes turdus、Haemaphysalis 

megaspinosa 、 Haemaphysalis concinna 、

Haemaphysalis japonica が捕集された。 

捕獲年ごとの捕獲羽数に対するマダニの寄生

率はクッチャロ湖では 12.4%-23.9%の間を推

移したのに対して、風蓮湖では 2019 年に

33.9%、2020 年には 64.2%と期間中平均と比較

して高い寄生率が示された。この原因は明ら

かではないが、今後渡り鳥の飛来地や飛来元

の植生上のマダニの趨勢を調査していく必要

がある。 

鳥種別では放鳥数が多いアオジ（2547 羽）を

筆頭に、クッチャロ湖では 14 種、風連湖では

18種の鳥類からマダニが捕集された。クロジや

アカハラは高い寄生率を示す傾向が認められ

た。鳥種によって咬着していたマダニのステー

ジや飽血の有無に違いが認められた。特にウグ

イスでは未吸血の若虫がほとんどを占めていた。この偏りについては鳥の採餌行動や生息域の

違い、他の外部寄生虫の存在が考えられるが、今後詳細な解析が必要である。 

 

【渡り鳥に付着したマダニよりウイルス分離】 

前述の通り捕集したマダニをプールし、乳剤化

した後、Vero9013 細胞、BHK-21 細胞に接種した。

その結果、複数のプールで細胞変性効果が認め

られ、その一部は Kemerovo ウイルスと同定され

た。Kemerovo ウイルスは 1963 年にロシアの熱

性症状を示したヒトの脳脊髄液より分離された
参考文献 4。感染実験ではサルに髄膜炎を起こすこ

とが明らかになっている参考文献 5。本ウイルスは

これまでロシア、カザフスタンやエジプトのマ

ダニから分離されている参考文献 6 が本邦では未

報告である。渡り鳥によって人獣共通感染症の

病原体がマダニとともに極東ロシアから運ば

れてきていることが明らかとなった。Kemerovo

ウイルスは 2017 年から毎年分離されている。



系統解析の結果、北海道で分離された株はロシア分離株とは異なるクラスターを形成した。極東

ロシアにおけるウイルス分離・検出は未報告であるため、今後渡り鳥の飛来元の調査を実施して

いく予定である。また、未同定のウイルスについては次世代シークエンスを含めて、同定を進め

ていく。 

 
【Kemerovo ウイルスの疫学的調査】 
 岐阜、千葉、群馬のシカ（計 81頭）。和歌山県のアライグマの血清を用いて Kemerovo ウイル
スに対するウイルス中和試験を実施した。その結果、陽性個体は確認されなかった。今後、他の
動物も対象として調査を実施し、本ウイルスの感染環を明らかにする予定である。 
 
参考文献 
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